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住民バスの路線図は住民バスの路線図は

加美町公式ホームページ加美町公式ホームページ

でご覧いただけますでご覧いただけます

住民バス改定のポイント

廃線路線が学生の通学専用で復活

　小野田地区および宮崎地区から古川方面へのバス路線は長らく廃線になっていました

が、令和７年４月からJR西古川駅までの通学専用路線として復活しました。これによ

り、中・高生が交通手段の有無にかかわらず進路を選択できる環境を構築します。

通学費補助を導入、自己負担最大月額7,500円に

　通学費用・送迎の負担を軽減するため新たに通学定期券の補助制度がスタート。学生

一人当たりの自己負担額が最大で 月額7,500円になるよう補助されます。大崎管内だけ

ではなく仙台方面への高速バスの通学利用なども対象です。

AI活用でデマンドバスの当日予約が可能に（11月〜）

　これまでのデマンドバスは、前日17時までの電話予約が必要でしたが、当日予約（出

発の１時間前まで）を可能にするためAIシステムの実証導入が11月から始まります。

もっと気軽に



　

利
用
が
少
な
い
バ
ス

停
の
位
置
の
変
更
や
、

運
行
時
間
の
見
直
し
は
可
能

な
の
か
。

　

利
用
状
況
調
査
で
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま

え
、
運
行
時
間
や
停
留
所
の

位
置
な
ど
、
運
行
計
画
の
早

急
な
見
直
し
に
取
り
組
み
ま

す
。
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
路
線
の
再
編
成
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
や
ミ
ヤ
コ
ー
バ

ス
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
改

善
の
た
め
、
運
行
時
間
を
調

整
で
き
な
い
か
。

　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
と
の

協
議
や
地
域
公
共
交
通

会
議
で
の
検
討
を
進
め
、
乗

り
継
ぎ
時
間
の
改
善
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
特
に
通
勤
・

通
学
時
間
帯
の
接
続
を
優
先

的
に
見
直
し
ま
す
。

　

通
学
費
補
助
の
対
象

を
Ｊ
Ｒ
の
み
利
用
者
や

大
学
生
・
専
門
学
校
生
に
拡

大
で
き
な
い
か
。

　

保
護
者
の
費
用
負
担

だ
け
で
な
く
、
送
迎
の

時
間
や
労
力
軽
減
と
い
う
根

本
解
決
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
の
み

利
用
者
の
補
助
や
大
学
生
な

ど
へ
の
対
象
拡
大
も
今
後
検

討
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
運
行
の
目
的
や

実
施
の
内
容
は
。

　

「
気
軽
に
お
出
か
け

で
き
る
町
」
を
目
指
し
、

利
用
率
向
上
に
向
け
た
様
々

な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
約
状
況
や
人
流
デ
ー
タ

を
将
来
の
交
通
網
再
編
に
活

用
し
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

小野田系統

　　延べ133人

宮崎系統

　　延べ42人

西古川駅の利用者状況

　　利用者の9割が自家用車での送迎

もっと便利に
　加美町議会では、住民の足となる公共交通機関の充実、特に住民バスの利便性向上について、これ

まで多くの質問・提案を行ってきました。今回の定例会では、住民バスの利用状況などについて３人

の議員から一般質問がありましたので、制度の改定のポイントを含め質疑の内容をお知らせします。

　町長および担当部署となる企画財政課からは、既存路線の見直しや新たな通学支援、そしてAIを活

用したデマンド交通の導入計画など、より多くの住民に利用してもらうための取り組みが示され、住

民の生活をより豊かにするための交通網構築への強い意欲が感じられました。

問

問問

問 答

答答

答

住民バス西古川線（令和７年４月）利用状況



６月
定例会

　

議
員
改
選
後
初
の
開
催
と
な
る
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の

３
日
間
で
開
催
さ
れ
、
初
当
選
し
た
４
人
を
含
む
10
人
の
議
員
が
町
政
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
令
和
６
年
度
加
美
町
振
興
公
社
決
算
報
告
な
ど
の
報
告

が
６
件
、
専
決
処
分
が
３
件
、
条
例
改
正
４
件
の
ほ
か
、
令
和
７
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
や
教
育
委
員
の
任
命
同
意
な
ど
20
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定例会で審議した内容
報
告 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

６
件

専
決
処
分
の
承
認 

‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

条
例
の
一
部
改
正 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

４
件

物
品
購
入
契
約
の
締
結 

‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

３
件

人
事
案
件 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

［本会議］（6/9～11）3日間

　　6/9　 一般質問　4人

　　6/10　一般質問　5人

　　6/11　一般質問　1人

　　　　　　　・議案審議

　

地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
温
泉
総
選
挙
2024
」
の
「
レ

ジ
ャ
ー
／
街
ぶ
ら
部
門
」
で
、

「
や
く
ら
い
薬
師
の
湯
」
が

全
国
１
位
を
獲
得
し
た
効
果

も
あ
り
、
今
回
の
決
算
内
容

は
、
今
ま
で
以
上
に
良
好
で

し
た
。「
薬
師
の
湯
」
だ
け

で
は
な
く
、「
や
く
ら
い
コ

テ
ー
ジ
」
な
ど
の
関
連
施
設

も
営
業
利
益
が
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の
宣
伝

効
果
を
フ
ル
活
用
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

す
る
な
ど
、
社
員
の
努
力
も

大
き
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

振
興
公
社
で
は
全
国
１
位

に
甘
ん
じ
ず
「
さ
ら
な
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
」
に
向
け
、

人
材
教
育
を
強
化
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
ま

す
ま
す
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

期
待
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

栽
培
を
停
止
し
た
ワ

サ
ビ
栽
培
園
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
度
は
地
代
や
園
地

管
理
労
務
の
継
続
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
。

　

草
刈
り
な
ど
施
設
の

維
持
管
理
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。
施
設
の
活
用

案
を
検
討
中
で
あ
り
、
今
後

農
地
に
戻
す
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

施
設
の
中
に
は
採
算

性
の
高
い
と
こ
ろ
と
、

そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
う
が
、
町
は
民
間
に

委
託
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
　

　

民
間
委
託
の
方
法
と

同
時
に
、
振
興
公
社
の

利
益
を
伸
ば
す
考
え
も
あ
り

ま
す
。
地
元
の
雇
用
を
守
る

こ
と
と
整
合
性
を
取
り
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。地域の雇用を支えることも

加美町振興公社の大きな役割

明るく元気なスタッフがお出迎え（薬師の湯）

さらなるサービス提供を期待
 「加美町振興公社決算報告」

温
泉
総
選
挙
2024
で
全
国
１
位
！

 

営
業
利
益
黒
字
化

問答

問答



　

か
み
で
ん
里
山
公
社
に
よ

る
令
和
６
年
度
の
電
気
料
金

削
減
額
は
、
４
千
793
万
円
で
、

そ
の
う
ち
85
の
公
共
施
設
に

お
け
る
削
減
額
は
４
千
146
万

円
で
し
た
。

　

地
域
還
元
と
し
て
、
大
崎

市
に
150
万
円
、
涌
谷
町
・
美

里
町
・
色
麻
町
に
各
50
万
円

を
寄
付
し
た
ほ
か
、
加
美
町

に
は
中
学
校
用
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
支
柱
や
、
防
火
ク
ラ
ブ

は
っ
ぴ
な
ど
の
物
品
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

 

(
左
上
表
参
照
)

　

当
期
純
利
益
の
額
は
、

町
と
し
て
見
込
み
ど
お

り
の
額
な
の
か
、
予
想
を
下

回
っ
て
い
る
の
か
、
今
後
の

見
通
し
は
。

　

昨
年
よ
り
供
給
量
が

増
え
た
こ
と
で
売
上
高

は
伸
び
て
い
る
も
の
の
、
電

気
事
業
法
に
よ
り
新
た
に
適

用
さ
れ
た
容
量
拠
出
負
担
金

が
利
益
を
圧
迫
し
６
％
の
減

益
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
供
給
規
模

を
維
持
し
つ
つ
、
市
場
の
状

況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
供
給

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
野
田
地
区
の
３
小
学
校

を
統
合
し
、
来
年
度
か
ら
誕

生
す
る
「
小
野
田
小
学
校
」

の
開
校
準
備
が
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

　

本
定
例
会
で
は
、
通
学
用

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
の
た
め
、

指
名
競
争
入
札
の
落
札
業
者

と
町
と
の
契
約
締
結
を
議
決

し
ま
し
た
。
納
車
は
令
和
８

年
２
月
に
な
り
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
よ
り
、
令
和
２
〜
３
年
度

に
１
人
１
台
整
備
さ
れ
た
学

習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
更
新
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
で
は
購
入
費

用
の
削
減
を
図
る
た
め
、
加

美
町
を
含
む
県
内
19
の
市
町

で
共
同
調
達
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

地域に利益を還元
 「かみでん里山公社決算報告」

宮崎生涯学習センター設置設備　太陽光発電設備　58.48kw

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓄電池　20kw

令和６年度の地域還元

●中新田中学校へ　

 　バレーボール用支柱　　２本

●小野田体育館へ　

 ジェットヒーター　　　２台

●中新田Ｂ＆Ｇ海洋センターへ　　

 ジュニア用カヤック　　２艇

●女性防火クラブへ　

 はっぴ　　　　　　　　80着

●中新田体育館へ　

 体操用床マット　　１セット

未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
の
た
め

の
学
習
環
境
を
整
備

東
小
野
田
小
学
校
の
位
置
に

「
小
野
田
小
学
校
」
と
し
て
開
校

問答

統
合
に
向
け
た
車
両
の
配
備

 

小
野
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

人
事
案
件

新
し
い
時
代
の
学
び
の
た
め
に

 

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
共
同
更
新

加
美
町
教
育
委
員
の

任
命
同
意

　

令
和
７
年
６
月
25
日
で
任

期
満
了
と
な
る
野
村
清
正
さ

ん
(
並
柳
)
の
再
任
を
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
６
月
26

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

教
育
委
員
と
は
？

　

教
育
委
員
会
を
構
成
す

る
委
員
の
こ
と
。
教
育
委

員
会
の
意
思
決
定
に
参
加

し
、
教
育
行
政
の
重
要
事

項
を
審
議
・
決
定
す
る
役

割
を
担
い
ま
す
。

【
略
歴
】

平
成
26
年
10
月
〜
　

 

広
原
小
学
校
校
長

平
成
31
年
４
月
〜
　

 

古
川
中
学
校
校
長

令
和
４
年
４
月
〜
　

 

加
美
町
教
育
委
員

野村　清正 さん



　６月定例会では、河川への油流出対策費用やドラゴンカヌー大会事

業補助金など、歳入歳出にそれぞれ１億２千553万７千円を追加し、

総額149億８千582万２千円とする一般会計補正予算を原案のとおり可

決しました。

補正
予算

　

２
月
20
日
、
小
野
田
下
野

目
の
筋
川
か
ら
油
漏
れ
の
通

報
が
あ
り
、
調
査
の
結
果
、

筋
砂
川
橋
か
ら
５
ｍ
上
流
の

左
岸
、
セ
メ
ン
ト
の
目
地
付

近
か
ら
油
を
含
ん
だ
気
泡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
目
地
の
コ
ー
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
が
、
他
の

目
地
か
ら
も
染
み
出
て
く
る

こ
と
か
ら
期
待
さ
れ
た
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
ら
に
15
ｍ
上

流
か
ら
も
流
出
が
確
認
さ
れ
、

油
の
流
出
量
は
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
下
流
へ
の
流
出
を

防
ぐ
た
め
回
収
対
応
を
行
っ

て
お
り
、
早
急
な
原
因
特
定

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
害
対
策
費
の
補
正

予
算
は
油
流
出
対
応
業

務
委
託
料
と
の
こ
と
だ
が
、

４
月
臨
時
会
に
お
い
て
も
調

査
委
託
料
と
業
務
委
託
料
が

計
上
さ
れ
て
い
た
の
で
は
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、

今
ま
で
町
職
員
で
対
応

し
て
い
た
田
ん
ぼ
に
流
れ
出

た
油
を
吸
引
す
る
作
業
と
、

筋
川
に
流
れ
た
油
の
回
収
を

専
門
業
者
に
委
託
す
る
経
費

と
な
り
ま
す
。

　

４
月
の
臨
時
会
の
補
正
予

算
は
流
出
調
査
委
託
料
を
計

上
し
た
も
の
で
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
未

だ
原
因
究
明
ま
で
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
さ
ら
に

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
ほ
か
の

調
査
も
検
討
し
原
因
究
明
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
原
因
究
明
の

た
め
に
、
さ
ら
に
補
正

予
算
が
計
上
さ
れ
る
可
能
性

は
あ
る
の
か
。

　

４
月
に
補
正
計
上
し

た
調
査
委
託
料
に
は
、

ま
だ
執
行
し
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
た
め
、
現
在
計
上
し

て
い
る
予
算
の
範
囲
内
で
原

因
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

流
出
確
認
後
の
対
応

【
今
ま
で
】
町
職
員

●
土
嚢
・
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
　

写
真
①

●
オ
イ
ル
シ
ー
ト(

吸
着

剤)

に
よ
る
除
去
作
業

⬅

【
こ
れ
か
ら
】
委
託

●
専
門
業
者
へ
除
去
作

業
を
委
託

◆
原
因
究
明
の
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の

専
門
的
調
査
は
当
初

よ
り
継
続
　

写
真
②

②ボーリング調査を実施したものの

原因特定には至らず

①河川にオイルフェンスを設置

問

問

答

答

一般会計補正予算

主な内容 補正額

歳
　
　

入

特 別 交 付 税 1,400万円

活力創出基盤整備交付金 3,341万円

家 畜 堆 肥 活 用

促 進 事 業 補 助 金
500万円

財 政 調 整 基 金 繰 入 金 6,000万円

町 道 整 備 事 業 債 4,260万円

歳
　
　

出
　
　

情 報 シ ス テ ム 委 託 料 917万円

油流出対応業務委託料 3,375万円

土 づ く り セ ン タ ー

ホ イ ル ロ ー ダ ー 更 新
1,298万

や く ら い 薬 師 の 湯

設 備 修 繕 工 事
160万円

中 新 田 図 書 館

消 防 設 備 修 繕 工 事
1,298万円

ド ラ ゴ ン カ ヌ ー 大 会

事 業 補 助 金
55万円

増

増

増

増

増

増

増

増

増

増

減

早
期
の
原
因
究
明
を

 

下
野
目
で
原
因
不
明
の
油
流
出



　

中
新
田
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
で
、

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
冨
田
一
樹
さ

ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　

　

冨
田
さ
ん
は
関
西
を
拠
点

に
活
動
さ
れ
、
全
国
各
地
の

コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
出
演
や
、

Y
o
u
t
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
紹
介
す
る

な
ど
、
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
普

暑さに負けず、加美町の豊かな自

然を感じながら走ります

高
校
、
自
治
体
と
の
三
者
協
定
は

同
大
学
で
は
初
の
試
み

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
修
繕
技
術
の

あ
る
職
人
も
少
数
に

及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
演
奏

さ
れ
るJ

.
S

バ
ッ
ハ
の
曲
を

聴
き
、
改
め
て
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル

が
あ
る
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
ホ
ー
ル

を
次
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
、

議
会
と
し
て
も
修
繕
の
方
法

な
ど
し
っ
か
り
と
協
議
し
て

参
り
ま
す
。

　

東
北
学
院
大
学
土
樋
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
、
同
大
学
・
中

新
田
高
校
・
加
美
町
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
実
現
す
る
人

材
育
成
に
向
け
た
包
括
連
携

協
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
の
目
的
は
、
加

美
町
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド

(

舞
台)

、
高
校
生
の
創
造
力
、

大
学
の
多
様
な
教
育
研
究
資

源
を
相
互
に
結
び
付
け
、
課

題
を
希
望
へ
と
反
転
さ
せ
る

た
め
の
エ
ン
ジ
ン
を
組
上
げ

る
も
の
で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
大
学
生

の
新
た
な
視
点
が
地
域
に

と
っ
て
最
大
限
に
効
果
を
も

た
ら
す
よ
う
し
っ
か
り
と
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

　町や関係団体から案内の

あった行事に参加し、体感

したことを議会や議員の目

線でご紹介します。

加
カミング

美ing!

議員

　やくらいウォー

ターパークをスター

トしたのは252人。

参加者の最年少者は

６歳、最年長者は81

歳で、北は、北海道

から、南は兵庫県と、

毎年楽しみにしてい

る愛好者が多かった

ようです。

　当日は天気に恵ま

れ、それぞれロン

グ・ショートコース

の目標を目指して、

軽快に駆け抜けてい

きました。

バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
の
あ
る
誇
り
を
再
確
認

冨
田
一
樹
さ
ん
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

我が町の雄大な自然と深い歴史

「加美町ウォーキング2025～夏～」

高原の風景を楽しみながら疾走

ツール・ド・３４７

課
題
を
希
望
へ
と
反
転
さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン

中
新
田
高
校
・
東
北
学
院
大
学
と
連
携
協
定

6/29

6/1

6/29

7/9

　加美町スポーツ協会主催の

「加美町ウォーキング2025

～夏～」が開催されました。

　道中ゴミ拾いをしながら、

加美町の自然を大切にする意

識を深めるため、宮崎支所周

辺を３時間かけて歩くイベン

トです。

　途中で立ち寄った洞雲寺跡

や宮崎城趾などでは、町の学芸員から由来などの説

明があり、町に刻まれる歴史の壮大さを感じること

が出来ました。

　初めての参加でしたが、とても有意義な行事が加

美町にはいっぱいあると実感いたしました。これか

らも積極的に参加していきます。

歩
き
な
が
ら
楽
し
く
交
流
♪



一 般 質 問 目 次

通告１番

通告３番

通告５番

通告６番

通告８番

通告10番

通告２番

通告４番

伊藤　由子（いとう ゆうこ）

三浦　英典（みうら ひでのり）

早坂　　潔（はやさか きよし）

木村　哲夫（きむら てつお）

早坂 伊佐雄（はやさか いさお）

髙橋　聡輔（たかはし そうすけ）

田中　草太（たなか そうた）

今野　清人（こんの きよと）

9ページ

10ページ

11ページ

11ページ

12ページ

13ページ

9ページ

10ページ

建設費39億円で足りるのか

旭コミュニティの活動状況は

紙おむつ助成事業を公平に

乗客のニーズに沿った運行を

グループホームの誘致を

中新田河川敷 人気の要因は

人流を可視化し 稼ぐ観光へ

全ての子供に居場所提供を

加美町立認定こども園

お の だ 園
きりん組

似顔絵を描いてくれたおともだち

新 庁 舎

地域の存続

高齢者福祉

住民バス

障がい福祉

活性化策

観光振興

不登校支援

●一般質問…議員が、町への政策提言や町の課題などについて、町に質問すること。

　（掲載しているＱＲコード（議員写真下）で、録画映像を視聴できます。）

通告７番

通告９番

早坂　忠幸（はやさか ただゆき）

佐藤　圭介（さとう けいすけ）

12ページ

13ページ

収益悪化 改革の時期では

長年の懸案を決着する決意は

加美病院

新 庁 舎



　

「
食
」
は
観
光
の
目

的
に
な
り
得
る
。
加
美

町
の
「
食
」
の
魅
力
を
磨
き
、

稼
い
で
い
く
た
め
の
今
後
の

施
策
や
方
針
は
。

　

魅
力
的
な
食
材
の
中

で
も
ア
ユ
は
町
魚
で
も

あ
り
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。
夕
食
を
提
供
す
る

飲
食
店
も
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

建
設
費
の
コ
メ
ン
ト

で
は
「
人
件
費
・
資
材

費
高
騰
の
予
測
を
し
て
い
る

の
か
」「
平
米
単
価
を
ど
の

程
度
み
て
い
る
の
か
」
の
声

が
あ
る
が
。

　

実
施
設
計
に
お
い
て

は
、
平
米
単
価
54
万
３

千
円
。
設
計
費
、
備
品
購
入

費
、
外
構
整
備
費
、
庁
舎
解

体
費
併
せ
て
39
億
４
千
800
万

円
と
見
積
も
っ
て
い
る
。

　

建
設
費
の
財
源
は
、

合
併
特
例
債
の
39.3
億
円

と
庁
舎
整
備
基
金
9.7
億
円
が

充
て
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
こ
れ
で
足
り
る
の
か
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
合
併

特
例
債
が
39.3
億
円
、
庁

舎
整
備
基
金
に
つ
い
て
は
9.7

億
円
と
か
な
り
の
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

加
美
町
の
観
光
動
態

を
正
し
く
把
握
す
る
た

め
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
人
流
の
調
査
・
分
析

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
検
討

状
況
は
。

　

現
在
は
公
的
な
デ
ー

タ
を
中
心
に
分
析
し
て

い
る
。
予
算
の
問
題
が
あ
る

が
、
補
助
事
業
な
ど
の
活
用

も
視
野
に
、
前
向
き
に
検
討

を
進
め
る
。

　

加
美
町
の
観
光
客
は

日
帰
り
が
ほ
と
ん
ど
。

観
光
消
費
を
伸
ば
す
た
め
に
、

宿
泊
事
業
者
の
誘
致
を
推
進

し
て
は
。

　

具
体
的
な
誘
致
活
動

は
行
っ
て
い
な
い
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
者
が
加
美

町
に
合
う
か
な
ど
も
ま
と
め

な
が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
推

進
に
努
め
る
。

　

大
屋
根
と
大
ひ
さ
し
、

南
側
の
ガ
ラ
ス
ウ
ォ
ー

ル
は
、
多
額
の
維
持
管
理
費

が
か
か
る
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
実
施
設
計
に
は
反
映
し

て
い
く
の
か
。

　

ガ
ラ
ス
ウ
ォ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
普
通
の
外

壁
で
良
い
と
の
意
見
が
あ
っ

た
の
で
、
当
然
、
実
施
設
計

の
中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

　

コ
メ
ン
ト
に
、「
宮

崎
支
所
は
ま
だ
使
え
る

の
で
は
な
い
か
」
の
声
が

多
々
あ
っ
た
。
支
所
の
充
実

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

宮
崎
庁
舎
は
耐
用
年

数
的
に
20
年
を
切
っ
て

い
る
。
改
修
に
は
か
な
り
の

費
用
が
掛
か
る
。
今
後
、
支

所
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
進

め
る
予
定
。

新 庁 舎

観光振興

建
設
費
39
億
円
で
足
り
る
の
か

人
流
を
可
視
化
し 

稼
ぐ
観
光
へ

39
億
4,800
万
円
以
内
が
目
標

観
光
地
と
し
て
の
成
熟
を
推
進

新 庁 舎
整備室長

町長

伊藤 由子伊藤 由子 議員議員

田中 草太田中 草太 議員議員

質問のねらい

　パブリックコメン

トの住民の声に耳を

傾け、無駄を省いた

将来世代に負担をか

けない庁舎建設をす

べきではないか。 録画映像

録画映像

質問のねらい

　加美町には魅力的

な観光資源がたくさん

ある。資源を活かして

しっかりと稼ぎ、地域に

お金が残るように、質

問・提案を行った。

提供場所の問い合わせも多いアユの塩焼き

ガラスウォールは見映えはよいものの‥‥

　

や
く
ら
い
エ
リ
ア
の

観
光
客
が
増
え
、
道
路

の
混
雑
な
ど
、
住
民
の
不
便

が
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
対
策

の
実
施
・
検
討
状
況
は
。

　

生
活
道
路
の
混
雑
解

消
と
観
光
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
を
実
現
す
る
た
め

に
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
誘
導
看

板
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
投
票
率
向
上
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

●
学
生
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

問

問

問

問

問問

問

町長

新 庁 舎
整備室長

新 庁 舎
整備室長

新 庁 舎
整備室長

企画財政
課 長

商工観光
課 長

商工観光
課 長

商工観光
課 長

問



　

不
登
校
児
童
・
生
徒

の
健
診
の
状
況
と
未
受

診
へ
の
対
応
は
。

　

時
間
を
ず
ら
し
た
り
、

別
室
で
の
健
診
を
行

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
担
当

の
学
校
医
の
病
院
で
無
料
で

行
い
結
果
を
学
校
に
提
出
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

旭
地
区
で
は
小
学
校

が
な
く
な
る
時
点
で
地

域
の
存
続
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
持
た
れ
た
と
思
う
が
。

　

こ
の
地
域
を
自
分
達

で
何
と
か
し
た
い
」
の

声
を
受
け
て
町
が
支
援
。
平

成
28
年
6
月
に
準
備
委
員
会

発
足
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
大

変
だ
っ
た
が
自
発
的
に
活
動

が
ス
タ
ー
ト
。

　

不
登
校
児
童
・
生
徒

へ
の
支
援
体
制
は
。

　

学
校
以
外
の
居
場
所

を
希
望
す
る
場
合
は
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
習
支
援

や
児
童
・
生
徒
支
援
教
員
を

派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
加

美
町
子
ど
も
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で

も
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
か
ら
の
孤
立
を

防
ぐ
た
め
に
も
保
護
者

や
子
ど
も
と
意
思
疎
通
が
で

き
る
体
制
が
必
要
で
は
。

　

教
育
機
会
確
保
法
の

も
と
、
不
登
校
は
問
題

行
動
で
は
な
い
と
の
認
識
で
、

個
々
に
応
じ
た
対
策
を
考
え

な
が
ら
将
来
社
会
で
自
立
で

き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
て
い
く
。

　

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
と
て
も
大
切
。

日
常
の
安
心
・
安
全
の
源
に

な
っ
て
い
る
。
旭
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
評
価
は
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

し
っ
か
り
し
て
る
と
地

域
が
活
発
化
し
、
絆
も
強
く

な
る
。
町
も
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
輪
を
広
げ
て
い
く
の
が

ベ
タ
ー
と
感
じ
て
い
る
。

　

活
動
の
中
に
は
公
共

物
管
理
も
含
ま
れ
て
い

る
が
、
維
持
管
理
経
費
の
削

減
に
繋
が
っ
て
い
る
か
。

　

公
民
館
の
維
持
管
理

費
は
も
と
も
と
人
件
費

の
割
合
が
大
き
い
。
旭
地
区

で
は
、
地
域
の
実
情
を
よ
く

知
っ
て
い
る
方
が
集
落
支
援

員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、

特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
措

置
が
な
さ
れ
る
た
め
経
費
削

減
に
繋
が
っ
て
い
る
。

地域の存続

不登校支援

旭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
状
況
は

全
て
の
子
ど
も
に
居
場
所
提
供
を

絆
が
強
く
、
活
発
に
な
り
非
常
に
い
い

多
様
な
学
び
の
機
会
を
確
保
す
る

町長

教育長

三浦 英典三浦 英典 議員議員

今野 清人今野 清人 議員議員

質問のねらい

　地域の自発的活動

は活性化と人の絆の

強化につながる。ま

た、それにより公共

物管理の経費節減に

繋がっているか伺う。 録画映像

録画映像

子どもたちの健全な成長のために

旭地区地域づくりセンターを活用して
行われた令和6年度のマルシェ

質問のねらい

　多様性の時代に全

ての子どもに学習や

健康の管理の機会を

平等にしたいという

思いから町の不登校

支援の状況を伺う。

　

健
全
な
成
長
の
た
め

に
は
健
診
が
重
要
で
あ

る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
の
受

診
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

自
校
で
の
健
診
が
出

来
な
い
児
童
に
は
、
外

部
機
関
、
町
長
部
局
、
医
療

機
関
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

受
診
率
100
％
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
学
生
の
通
学
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

●
宮
崎
地
区
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
に
つ
い
て

問

問

問

問

問

問

問

町長

教育総務
課　　長

教育長教育長

ひと・しごと
推 進 課 長

ひと・しごと
推 進 課 長

教育長



　

バ
ス
の
追
跡
調
査
を

行
っ
た
。
西
古
川
線
で

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
と
競
合
し
な

い
中
新
田
地
区
に
バ
ス
停
を

設
置
す
る
こ
と
や
、
宮
崎
線

と
小
野
田
線
が
並
走
す
る
区

間
で
の
乗
り
換
え
が
可
能
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
が
。

　

実
証
運
行
で
あ
り
、

今
後
、
路
線
経
路
の
改

善
や
、
時
間
変
更
な
ど
は
地

域
公
共
交
通
会
議
で
検
討
し

た
い
。

　

全
町
民
を
対
象
の
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
マ

ン
ド
交
通
の
実
証
運
行
の
内

容
は
。

　

現
在
、
前
日
17
時
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
あ

る
が
、
11
月
頃
導
入
予
定
の

Ａ
Ｉ
運
行
経
路
作
成
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
１
時
間
前
ま
で

の
予
約
が
可
能
に
な
る
。

　

お
む
つ
助
成
と
い
う

言
葉
で
は
紙
お
む
つ
に

限
っ
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、

紙
パ
ン
ツ
な
ど
の
消
耗
品
も

介
護
用
品
と
認
識
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

消
耗
品
も
助
成
事
業

の
対
象
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。

　

大
崎
市
で
は
在
宅
介

護
世
帯
に
月
額
1,500
円
の

お
む
つ
券
を
助
成
し
て
い
る
。

現
行
制
度
に
加
え
て
拡
充
は

出
来
な
い
か
。

　

低
所
得
者
の
負
担
軽

減
と
い
う
形
を
取
っ
て

い
る
が
、
近
隣
の
動
向
を
踏

ま
え
て
負
担
軽
減
を
検
討
し

た
い
。

　

中
・
高
生
通
学
用
住

民
バ
ス
「
小
野
田
〜
西

古
川
線
」
と
「
宮
崎
〜
西
古

川
線
」
の
利
用
状
況
は
。

　

運
行
時
間
と
停
留
所

の
位
置
に
都
合
が
悪
い

と
感
じ
て
い
る
方
が
多
く
、

利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
状
況
。
運
行
計
画
の
見
直

し
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

在
宅
介
護
世
帯
で
の

負
担
は
増
大
し
て
い

る
。
紙
お
む
つ
助
成
事
業
は

現
状
で
非
課
税
世
帯
の
み
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
公
平

に
負
担
軽
減
で
き
る
方
策
は

な
い
か
。

　

対
象
は
非
課
税
世
帯

ま
た
は
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
低

所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
方
針

か
ら
限
定
し
て
い
た
が
近
隣

市
町
の
動
向
な
ど
も
参
考
に

し
て
今
後
検
討
し
た
い
。

　

施
設
入
所
の
対
象
と

な
る
要
介
護
３
を
基
準

と
し
て
、
段
階
的
に
助
成
す

る
方
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

町
の
お
む
つ
助
成
は

低
所
得
世
帯
の
方
々
へ

の
助
成
が
発
想
の
根
本
で
あ

る
。
高
齢
化
率
の
上
昇
が
止

め
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
り
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

高齢者福祉

住民バス

紙
お
む
つ
助
成
事
業
を
公
平
に

乗
客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
運
行
を

近
隣
市
町
を
参
考
に
検
討

Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
導
入
で
改
善
実
施

町長

町長

早坂　 潔早坂　 潔 議員議員

木村 哲夫木村 哲夫 議員議員

質問のねらい

　紙おむつ助成事業

は非課税世帯など限

られた対象だが、実

際には在宅介護世帯

の数は多く、公平に

負担を軽減するには

どうするか。 録画映像

録画映像

質問のねらい

　住民の足（交通手

段）の確保がますま

す大切になる。西古

川線の現状と改善点、

AIを活用したデマン

ド交通の実証運行計

画を検証する。

ＪＲ西古川駅で待機する住民バス

介護に必要な物品に助成を

　

シ
ス
テ
ム
導
入
は
、

住
民
の
要
望
や
地
域
特

性
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
も
の

が
望
ま
し
い
が
。

　

国
の
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
、
気
軽
に

お
出
か
け
で
き
る
ま
ち
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
運
行
シ
ス
テ
ム
の
改

善
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
地
域
経
済
の
活
性
化
に

　

つ
い
て

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の
普
及
と
プ
ラ

　

イ
バ
シ
ー
の
配
慮
に
つ
い
て

問

問

問 問

問

問問

問

町長

町長

町長 企画財政
課　　長

企画財政
課　　長

高齢障がい
福 祉 課 長

高齢障がい
福 祉 課 長

町長



　

町
内
の
身
体
障
が
い

者
と
知
的
障
が
い
者
数

と
受
入
れ
施
設
の
状
況
は
。

　

身
体
障
が
い
者
は
手

帳
交
付
者
が
983
人
、
療

育
手
帳
交
付
者
が
264
人
、
精

神
障
が
い
手
帳
交
付
者
が
167

人
、
合
計
で
1,414
人
で
あ
る
。

　

ま
た
、
加
美
町
障
が
い
者

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ク

ロ
ー
バ
ー
ハ
ウ
ス
、
や
く
ら

い
ア
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
３
施
設

を
59
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

外
来
患
者
数
も
減
少

し
て
い
る
。
令
和
７
年

度
の
見
込
み
で
は
１
日
あ
た

り
88
人
で
あ
る
。
個
人
病
院

と
比
べ
て
も
多
い
と
は
思
え

な
い
が
。

　

４
月
か
ら
医
師
２
人

が
増
員
さ
れ
６
人
体
制

と
な
っ
た
。
一
部
休
診
が
改

善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
医

業
収
益
の
改
善
に
期
待
し
て

い
る
。

　

令
和
７
年
３
月
に
は

認
定
こ
ど
も
園
お
の
だ

に
し
園
も
統
合
に
な
っ
た
。

跡
地
利
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　

早
め
に
地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
よ
う

な
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い

き
た
い
。

　

行
政
が
主
導
で
や
れ

ば
、
物
事
が
よ
り
前
向

き
に
進
む
の
で
は
な
い
か
。

　

地
域
の
方
か
ら
の
意

見
は
い
た
だ
く
も
の
の
、

こ
ち
ら
と
し
て
も
幾
つ
か
の

案
を
用
意
し
て
早
急
に
準
備

に
入
り
た
い
。

　

前
年
度
は
収
支
状
況

１
億
４
千
万
円
の
赤
字
。

令
和
７
年
度
は
９
千
万
円
の

赤
字
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
、

秋
に
も
追
加
負
担
が
予
想
さ

れ
る
が
。

　

年
度
末
に
は
預
金
残

高
不
足
に
よ
り
追
加
負

担
が
必
要
と
な
る
。
両
町
の

財
政
負
担
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
負
担
金
の
抑
制
を
図
り

た
い
。

　

病
院
経
営
の
人
件
費

率
は
50
％
が
目
安
と
あ

る
が
、
加
美
病
院
は
90
％
を

超
え
る
時
が
あ
る
。

　

公
的
な
病
院
は
60
％

位
と
認
識
し
て
い
る
。

80
％
以
上
に
な
る
と
大
変
厳

し
く
な
る
。
今
後
な
ん
ら
か

の
方
法
で
改
善
を
し
て
い
き

た
い
。

　

過
去
２
ヶ
年
の
教
育

民
生
常
任
委
員
会
の
要

望
は
２
つ
あ
り
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
誘
致
と
敬
老
祝
い

金
の
増
額
で
あ
っ
た
が
。

　

私
自
身
が
動
け
て
い

な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
、

先
進
地
視
察
な
ど
か
ら
始
め

た
い
。
敬
老
祝
い
金
は
相
当

前
向
き
に
考
え
る
。

　

６
人
体
制
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
午
後
休
診

が
解
消
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、

両
町
の
住
民
へ
周
知
が
な
い

よ
う
に
思
う
が
。

　

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
が
、
両
町
の
広
報
紙
に
も

掲
載
し
周
知
し
て
い
く
。

加美病院

障がい福祉

収
益
悪
化 

改
革
の
時
期
で
は

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
誘
致
を

考
え
る
時
期
と
認
識
し
て
い
る

先
進
地
視
察
も
含
め
て
検
討

町長

町長

早坂 忠幸早坂 忠幸 議員議員

早坂伊佐雄早坂伊佐雄 議員議員

質問のねらい

　年々増加する負担

金が両町の財政を圧

迫する要因となって

おり、令和７年度も

赤字予算でスタート

している。今後の在

り方を考えるべき。 録画映像

録画映像

有効活用が期待される公共施設

心配される病院経営

質問のねらい

　西小野田地区は農

協の支所もなくなり、

こども園も統合に

なった。この一角を

福祉ゾーンにして地

区の活性化にしたい。

そ
の
他
の
質
問

●
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

●
鳴
瀬
川
ダ
ム
の
諸
問
題
に
つ
い
て

●
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
進
捗

　

状
況
に
つ
い
て

問問

問

問

問問

問

問

町長町長

町長

町長

町長

高齢障がい
福 祉 課 長

高齢障がい
福 祉 課 長

高齢障がい
福 祉 課 長



そ
の
他
の
質
問

●
街
な
か
空
き
家
活
用
事
業
に
つ
い
て

　

現
在
考
え
て
い
る
情

報
発
信
方
法
や
物
販
販

売
の
た
め
の
策
は
。
　

　

例
え
ば
第
一
・
第
三

日
曜
日
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
出
店
し
て
い
た
だ
く

日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
の
検
討
や
、
あ
ゆ
の
里

公
園
内
で
の
大
会
な
ど
の
開

催
情
報
を
加
美
町
振
興
公
社

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
事
業
者
へ

情
報
提
供
す
る
な
ど
工
夫
し

て
い
き
た
い
。

　

平
成
22
年
の
計
画
で

は
現
在
と
ほ
ぼ
同
規
模

で
22
億
円
。
時
間
の
経
過
が

コ
ス
ト
高
を
招
い
て
い
る
。

遅
れ
る
こ
と
な
く
進
め
て
欲

し
い
。

　

こ
れ
以
上
待
つ
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
私
た

ち
の
責
任
と
し
て
、
建
て
な

い
こ
と
で
次
世
代
に
負
の
遺

産
を
残
し
て
は
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

合
併
時
に
生
ま
れ
た

子
ど
も
は
既
に
成
人
を

迎
え
た
。
町
民
の
一
体
感
を

醸
成
す
る
意
味
で
も
し
っ
か

り
と
し
た
庁
舎
の
建
設
を
求

め
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
と
も
に
、
加
美
町

は
一
つ
と
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
も
の
と
な
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
こ
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

加
美
町
は
平
成
15
年

の
合
併
か
ら
22
年
が
経

過
し
た
。
長
年
の
懸
案
に
決

着
を
つ
け
る
決
意
を
伺
う
。

　

現
庁
舎
は
築
60
年
。

期
限
が
迫
る
合
併
特
例

債
を
使
わ
ず
に
新
庁
舎
建
設

は
あ
り
得
な
い
。
不
退
転
の

覚
悟
で
向
か
っ
て
い
く
。

　

議
員
定
数
が
18
人
以

下
に
な
っ
た
段
階
で
宮

崎
庁
舎
の
議
場
を
使
う
と
の

申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
と

い
う
話
が
あ
る
が
記
録
は
あ

る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
記
録
、
報
告
が
あ
る

が
、
宮
崎
庁
舎
の
議
場
を
使

う
と
い
う
書
類
や
決
定
の
記

録
は
な
い
。

新 庁 舎

活性化策

長
年
の
懸
案
を
決
着
す
る
決
意
は

中
新
田
河
川
敷 

人
気
の
要
因
は

不
退
転
の
覚
悟
で
向
か
っ
て
い
く

県
内
に
他
に
は
な
い
広
さ

町長

町長

佐藤 圭介佐藤 圭介 議員議員

髙橋 聡輔髙橋 聡輔 議員議員

質問のねらい

　現庁舎の老朽化や

令和１０年度の合併

特例債の期限、更な

るコスト増が予想さ

れる中、事業の停滞

は許されない。粛々

と進めるべき。 録画映像

録画映像

親子で楽しめる防災キャンプ

質問のねらい

　加美町のスポーツ

施設は、多くの人が

訪れているが、なか

なか経済に結びつか

ない。物販などの仕

組みで活性化に結び

つけられないか。

新庁舎の完成イメージ模型

　

中
新
田
の
河
川
敷
の

利
用
が
多
い
が
、
そ
の

要
因
は
。

　

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
会
場
と
し
て
３
試

合
同
時
に
開
催
で
き
る
点
が

大
き
い
。

　

県
内
に
他
に
で
き
る

会
場
が
な
い
と
言
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
陶
芸

の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
も
３
種

公
認
を
と
り
続
け
て
い
る
こ

と
で
来
町
さ
れ
て
い
る
。
加

美
町
は
い
い
も
の
を
た
く
さ

ん
持
っ
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
事
も
大
切

で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

●
米
不
足
と
農
家
経
営
を
安
定　

　

さ
せ
る
施
策
に
つ
い
て

　

Ｂ
＆
Ｇ
を
活
用
し
た

及
川
真
一
先
生
に
よ
る

防
災
キ
ャ
ン
プ
は
、
昨
年
度

６
人
の
参
加
か
ら
今
年
は
30

人
の
枠
が
す
ぐ
に
埋
ま
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
次
年
度
以

降
の
開
催
は
。

　

及
川
先
生
の
キ
ャ
ン

プ
自
体
が
大
変
面
白
く
、

そ
し
て
自
然
に
災
害
時
の
訓

練
を
楽
し
ん
で
身
に
着
け
ら

れ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の

い
い
意
味
で
の
体
験
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
来
年
は
少

し
大
き
く
で
き
る
よ
う
、
実

務
的
な
こ
と
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問問

問

問

問

問

町長

町長

町長

町長

新 庁 舎
整備室長

教育長

生涯学習
課　　長

問町長



　

現
地
視
察
に
先
立
ち
、
漆

沢
集
会
所
で
国
土
交
通
省
鳴

瀬
川
総
合
開
発
工
事
事
務
所

か
ら
高
子
秀
幸
所
長
ほ
か
４

人
の
職
員
に
出
席
い
た
だ
き
、

事
業
概
要
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
既
に
着

工
し
て
い
る
仮
排
水
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
加
え
、
工
事
用
道

路
と
残
土
置
き
場
の
基
盤
整

備
、
国
道
347
号
線
の
迂
回
路

な
ど
の
工
事
や
各
種
調
査
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
説
明
を
受
け
て
委

員
会
で
は
、
今
後
増
加
し
て

い
く
作
業
員
の
宿
舎
や
工
事

「
人
」
が
変
わ
っ
て
も
継
続
的
・

論
理
的
な
議
会
活
動
を
保
証
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、
市

民
・
有
識
者
で
構
成
す
る
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
重
要
課
題
な
ど
に
対
応
し

て
い
る
。

　

随
時
開
催
し
て
い
る
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ス
ク
ー
ル
形

式
に
よ
る
質
疑
方
式
や
基
調
講
演

後
に
意
見
交
換
会
を
行
う
な
ど
、

効
果
的
に
市
民
の
意
見
を
聞
く
た

め
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。
ま

た
、
市
民
と
の
対
話
で
活
発
な
議

論
を
交
わ
す
た
め
に
は
具
体
的
な

テ
ー
マ
設
定
が
必
要
と
の
説
明
も

あ
り
、
加
美
町
と
し
て
も
大
い
に

参
考
と
し
た
い
。

　

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

と
し
て
「
本
会
議
場
の
貸
出
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

28
年
度
か
ら
は
そ
の
発
展
形
と
し

て
、
定
例
会
の
昼
休
憩
中
の
30
分

間
を
利
用
し
た
「
議
会
コ
ン
サ
ー

治水・利水の強化に向けて
今年度の事業概要について調査

　《先進地視察レポート》北海道　登別市・苫小牧市

議会改革・議会活性化の取組み

鳴瀬川ダム
特別委員会
６月３日

議会運営

委員会

仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
現
地
視
察

「
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
取
組
」

 

北
海
道
　

苫
小
牧
市
議
会

「
住
民
参
加
の
議
会
運
営
」

 

北
海
道
　

登
別
市
議
会

車
両
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
を
通
し
て
確
認
を

行
っ
た
。

　

工
事
現
場
で
は
、
建
設
中

の
仮
排
水
ト
ン
ネ
ル
を
視
察
。

全
長
997
ｍ
の
内
、
500
ｍ
超
ま

で
掘
削
が
進
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
、
大
規
模
な
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
た
。

　

こ
の
事
業
は
加
美
町
に

と
っ
て
も
一
大
事
業
で
あ
り

町
民
の
関
心
も
一
段
と
高
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
工

事
の
安
全
は
元
よ
り
、
地
元

の
振
興
に
も
繋
が
る
よ
う
今

後
も
調
査
を
継
続
し
て
い
く
。

現場担当者から工事の進捗状況の説明

工事が進む仮排水トンネル

7月8日

視察

7月7日

視察

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ

３
年
連
続
全
国
１
位
の
登
別
市

ト
」
も
開
催
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
市
民
の
議
会
傍

聴
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
本
町
に

お
い
て
も
、
加
美
町
な
ら
で
は

の
議
場
の
活
用
方
法
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。



月　日 本会議・委員会など 内　　　容

5月

1日 第 ５ 回 臨 時 会 補正予算の審議、河川油流出現場視察 　①

15日 総 務 産 業 常 任 委 員 会 総務・産業部門の令和7年度の主要事業などを調査　

16日 教 育 民 生 常 任 委 員 会 福祉・子育て部門の令和7年度の主要事業などを調査

19日 全 員 協 議 会 学習用タブレット端末の更新などを協議

28日 議 会 運 営 委 員 会 第２回定例会の運営についてなどを協議

6月

3日
鳴瀬川ダム特別委員会 鳴瀬川ダム建設事業について調査

議 会 運 営 委 員 会 第２回定例会の運営についてなどを協議

9～11日 第 ２ 回 定 例 会 一般質問・議案審議など　

27日 議 会 運 営 委 員 会 視察対応（岩手県矢巾町）

7月

3～4日 宮城県町村議会議長会 議員講座（宮城県自治会館） 　　②

7～8日 議 会 運 営 委 員 会 視察研修（北海道登別市議会・苫小牧市議会）

14日 総 務 産 業 常 任 委 員 会 町税の収納状況などを調査

22日 全 員 協 議 会 物価高騰対策などを協議

28日 第 ６ 回 臨 時 会 補正予算の審議

31日 教 育 民 生 常 任 委 員 会 子育て施策について調査

次回の定例会は

９ 月 中 旬
から開催します

議会傍聴について

インターネットで映像配信しています

▲

傍聴・視聴された方（延べ人数）

会　議
傍聴者人数 議会中継（LIVE）

アクセス件数男性 女性

６月定例会 ３２ ２２ １，０４９

〈令和５年度決算〉

　「議会はこうみる！」の写真がわかりやす

く内容もよくまとまっている。

　今後の展開を注視していきたい事業のポ

イントをまとめました。今後も見やすい紙

面づくりを心がけていきます。

　議会だより８７号（令和６年11月１日発行）に

対する議会だよりモニターからのご意見・ご感想

を紹介します。

モニター

広　報
委員会

視 察 受 け 入 れ
　議会改革（タブレット導入）や議会広報モニターなど

についての視察を受け入れました。

6/27 岩手県矢巾町議会

傍聴の受付は「小野田支所３階」にて行います。

申請書に住所・氏名・年齢などをご記入ください。

一般傍聴席は「１９席のみ」となります。

満席時には、１階会議室で生中継を視聴できます。

下野目の河川の油流出の現状
を確認

議会が行うべき予算・決算審
議についての研修を受講

①

②

※議会だよりの編集のため、議会広報常任委員会を5回（6/9、17、7/9、16、23）開催しました。

議会だよりへ一言
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今
号
よ
り
、
新
体
制
で
の
本

格
的
な
編
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
年
度
の
議
会
モ
ニ

タ
ー
に
関
し
て
も
新
た
に
委
嘱

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
に
限

ら
ず
、
ぜ
ひ
ご
意
見
、
ご
助
言

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

今
号
か
ら
、
「
加
美in

g

！

議
員
」
と
い
う
新
た
な
企
画
を

始
め
ま
し
た
。
地
域
の
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
で
、
議
員
の
参
加

や
体
験
が
可
能
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
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介

　
　

 

　

 

〃 　
　

今
野
　

清
人
　
　

 

　

 

〃 　
　

早
坂
　
　

潔
　
　

 

　

 

〃 　
　

田
中
　

草
太

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
若
い
視
点
を
活
か
し
た
営
農

知
識
の
向
上
と
、
農
業
の
未
来
を
担
う
た
め
広
い

視
野
の
確
立
を
目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
支
部
で
は
次
世
代
の
農
業
人
材
の
育
成
や

食
農
教
育
を
目
的
と
し
、
地
域
の
小
学
校
と
連
携

し
て
朝
の
見
守
り
活
動
や
学
習
田
で
の
田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
は

「
鎌
」
を
使
っ
て
の
稲
刈
り
や
「
棒
掛
け
」
に
よ

る
乾
燥
、「
足
踏
機
械
」
に
よ
る
脱
穀
作
業
な
ど
、

機
械
化
が
進
み
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
作
業

を
、
子
ど
も
達
と
い
っ
し
ょ
に
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
子
た
ち
が
農
業

に
興
味
を
持
ち
、
将
来
、
農
業
に
携
わ
っ
て
く
れ

れ
ば
と
て
も
有
難
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
宮
崎
拠
点
セ
ン
タ
ー
西
側
(
自
動
販
売
機

の
裏
側
)
に
設
置
し
て
あ
る
看
板
は
ご
存
知
で
す

か
？
あ
れ
は
農
政
看
板
と
い
う
も
の
で
、
農
業
に

親
し
み
も
持
っ
て
も
ら
お
う
と
我
々
青
年
部
員
が

作
成
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
力
作
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
、
新
し
く

掛
け
替
え
ら
れ
ま

し
た
ら
ぜ
ひ
ご
覧

下
さ
い
。

　

今
後
も
仲
間
達

と
共
に
「
食
」
と

「
農
」
の
価
値
を

多
く
の
み
な
さ
ん

に
発
信
し
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

当
地
区
は
39
世
帯
な
ら
で
は
の
団
結
力
が
自
慢
で

す
。
毎
年
、
広
範
囲
に
及
ぶ
地
域
の
草
刈
り
作
業
や

防
災
訓
練
に
は
、
毎
戸
か
ら
２
人
が
参
加
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
住
民
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
嬉
し

く
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

地
域
内
に
は
今
や
季
節
を
問
わ
ず
食
卓
に
の
ぼ
る

え
の
き
茸
の
事
業
所
が
２
か
所
あ
り
、
地
域
住
民
の

貴
重
な
雇
用
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
地
域

は
知
る
人
ぞ
知
る
酒
米
の

里
で
も
あ
り
ま
す
。
収
穫

は
比
較
的
少
な
い
で
す
が
、

安
定
的
な
出
荷
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
大
事
な
収
入

源
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
か
ら
は
畑
わ

さ
び
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
４
年
目
の
現
在

は
栽
培
者
が
４
人
に
増
え

ま
し
た
。
加
美
町
の
特
産

品
に
な
る
日
を
夢
見
て
他

地
域
の
方
々
と
も
意
見
交

換
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

世帯数　３９世帯

人　口　１１６人

（令和7年6月末現在）

氏家　賢司 区長

除草作業を終えてパチリ

食
農
へ
の
思
い
を
描
い
た
看
板
の
前
で


